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振り，その番号でソートする方法がある．具体的に言えば， a，b， c，d，e とソートした
い場合には，それぞれに，対応する教科書のレッスン番号を１の位に，そして，出現順は
小数点で表現すればソートできることが分かった．つまり， a という語がレッスン４の 5
番目に出現するのであれば，この語の固有番号は 4.005 となる．固有番号を付けるには，
表計算ソフトを用いれば容易である．以下に Excel での表をあげるが，教科書での登場順
＝固有番号，単語データベースでの全語彙に割り振られた番号を識別番号とする．この図
で分かるように，固有番号でソートすると，識別番号が順番通りではないという事がわか
る．なお，識別番号とは，ロシア人協力者に音読してもらった語彙の順番である（A 列が
それに該当する．D 列が固有番号）．
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ロシア語語彙データベースの制作
尾子 洋一郎
 『ロシア語学と言語教育 III』所収の拙稿において，ロシア語語彙データベースについ
て言及した．本稿はシンポジウムの場において実際にデータベースを運用し，その時にお
いてあげられる問題点ならびに今後の課題について報告したものをまとめたものであると
同時に，データベースを通事的に拡充する事によって得られる利点についても言及したも
のである．
